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支部長としての反省と課題 
LET九州・沖縄支部長  

大津 敦史（福岡大学） 

 

 ハワイ大学での在外研究を終え、帰国してま

もない 2006 年 4 月、第 5 代九州・沖縄支部長

に就任し、早 3 年が過ぎました。今年 2 期目の

最終年を向かえ、ここで一度これまでの総括を

してみたいと思い、筆を取ることにしました。

支部長に就任して最初の年、2006 年 6 月、福

岡にある九州産業大学のキャンパスをお借り

して、第 37 回支部研究大会を開催しました。

その開会式におきまして、私は以下のようなマ

ニフェストを公表いたしました。 

1) 支部研究大会や全国研究大会における発

表件数ならびに支部紀要や全国誌への投

稿数を増やす 

2) 特に若い先生方を中心に支部員を増やす 

まず 1) について反省してみますと、その折々

の実行委員である地元の先生方の努力にお頼

りするだけで、支部全体としては決して抜本的

な対策がなされて来ておりません。例えば、開

催時期はこれまで通り 6月の初旬で本当に妥当

なのか否か、支部員の皆さんのご意見を広く聞

き取り調査する必要があろうかと考えます。ま

た、これまで本支部では、支部紀要への投稿の

権利は、上記のような研究大会で口頭発表をさ

れた方々に限定してきました。そうすることで、

発表件数が増え、同時に紀要への投稿も増える

と考えたからです。しかしながら、ひょっとす

るとこれは見直しをすべき時期に来ているの

かもしれません。まず、第 1 点としましては、

LET 関連の研究大会での発表のみ投稿の対象

にするのではなく、その他の主だった（これを

規定するのも難しいのですが）大会での発表な

ども投稿の対象としてはどうか。次に、まだ口

頭発表していない研究も含めて、もっと投稿の

権利を広めてはどうか、などが考えられます。

2) につきましては、近年、小・中・高のみなら

ず大学でも教育改革の影響で、職場での雑務に

追われ、若い先生方も昔のように好きな研究に

没頭する時間すら作れないのが現状です。確か

にここに元凶はあるのですが、それでもそのよ

うな状況であるからこそ、同じ学問的興味を持

った人間同士が集まり、知識や経験を共有し合

うのが学会の使命だと考えます。よって、これ

からは、ある程度研究を積んだ者だけが発表で

きるという閉じた環境ではなく、常に共に研究

し合う環境作りが必要になって来ると思われ

ます。そのためには、これまでの支部研究プロ

ジェクトを強化すると共に、他支部を大いに参

考にして、先生方の学問的興味に沿った小研究

部会（SIG:Special Interest Groups）を立ち上

げる必要があると思います。ただ、他支部とは

異なり、本支部は地理的にかなりの広範囲をカ

バーしなければならない宿命にあり、打開策を

見出すのはそれ程容易ではありません。その反

面、この 3 年間の間に、あの WorldCALL in 

Fukuoka を支部の若い先生方を中心に大成功

させたことは、大変誇りに思っておりますし、

これまでの私の学会活動の中で最大でかつ最

良のイベントでもありました。今後、このよう

な学会活動をも通じて、共に汗を流して働くこ

とで得られる大きな充実感をエンジョイでき

るような支部にして行きたいと願っておりま

す。皆様方のご支援とご協力を切にお願い申し

上げます。
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第 39回 LET九州・沖縄支部研究大会のご案内 
 

鹿児島工業高等専門学校 

坂元真理子 

 

 
来たる6月6日（土）に第39回(2009年度)LET

九州・沖縄支部研究大会を長崎県立大学シーボ

ルト校にて開催致します。「インターネットリ

ソースの新しい活用法による外国語教育」とい

うテーマのもと、特別講演、研究発表9件、シ

ンポジウム、という内容にてメディアを活用し

た英語教育のあり方について、議論を深めたい

と思っております。 

 特別講演には早稲田大学の中野美知子先生

をお招きし、「早稲田大学の語学教育3段階と

ICTの活用」についてお話しいただく予定です。

また、シンポジウムのテーマは「ICT特にイン

ターネットリソースの新しい活用法による外

国語教育」となっており、4名のパネリストの

先生方にご発表いただく予定です。 

 大会プログラムは、現在ウェブ上でご覧にな

れます(URL: http://www.j-let-ko.org/)。 

大会登録もこちらのウェブサイトで出来ます

ので、どうぞご利用下さい。 

 
 

 
 
 

 

http://www.j-let-ko.org/)
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事務局からの連絡・報告 
 

【2009年度LET全国研究大会,全国総会等】 

2009年8月4日～6日流通科学大学（兵庫

県神戸市西区）にて、「外国語教育のパ

ラダイム：認知，脳，社会文化の統合に

向けて」というテーマで開催予定です。

発表の申込は、関西支部全国大会ホーム

ページ(http://let-kansai.org/2009/htdocs/) 

で情報をご覧いただけます。 

 

 8月4日LET支部長連絡会 

各種委員会・理事会 

  8月5日LET総会

【新会員】2008年11月1日以降（50音順） 

沖 洋子（九州産業大学） 

金森 由美 

（大分大学国際教育研究センター） 

川浪 幸代（福岡市立長丘中学校） 

寺田 よしみ（ジェム英語教室） 

長野 由紀（九州工業大学大学院生） 

Harland Jane（福岡大学） 

Hunt Justin（長崎商業高等学校） 

水野 邦太郎（福岡県立大学） 

 

【会員所属移動】2008年11月１日以降（50音順） 

坂口 由美（福岡教育大学非常勤） 古村 由美子（九州大学） 

 

【会費納入のお願い】 

LET九州・沖縄支部の2008年度会費の振込

用紙を送付しております。早めの納入をお

願いいたします。また、2008年度までの会費

をまだ納入されていない会員の方は、できる

だけ早めに振り込んでいただきますようお願

いいたします。支部の円滑な運営にご協力

ください。会員情報にはメールアドレスをお

書きいただきますようお願い申し上げます。

通信欄に必ずメールアドレスをご記入くださ

い。なお、住所・所属等に変更が生じた場

合には、振込用紙の通信欄にその旨をご記

入いただくとともに、新IDシステムによりWeb

ページからの変更も忘れずに行なっていた

だきますようお願い申し上げます。 

 

 

【LETホームページ】 

＜LET本部＞ http://www.j-let.org/ 

＜LET九州・沖縄支部＞ http://www.j-let.org/kyushu-okinawa/ 

 

【LET九州・沖縄支部事務局】 

〒880-8520 宮崎県宮崎市船塚 1-1-2 

宮崎公立大学 竹野茂研究室内（TEL: 0985-20-4789, FAX: 0985-20-4789） 

〒899-5193 霧島市隼人町真孝 1460-1 

鹿児島工業高等専門学校 坂元真理子（TEL: 0995-42-9067） 

http://let-kansai.org/2009/htdocs/
http://www.j-let.org/
http://www.j-let.org/kyushu-okinawa/

